
夜間の電離層反射型空電波形より電離居の

見掛けの高きを求める計算図表と

空電源の距離を求めるグラ
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回反射して到達した空間波をあ，であらわし，且つ

ρくq<ァとすれば電離wtの見掛けの高さを求める計
算式l主

失浮羽尾佐
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であって.主主に

h: 'ili灘厨の見掛けの高さ

Tl :空電波形における S'Jと Sqとの時間

n:空電波形におけるおと Srとの時間

C:光速

である.叉空電源迄のilli離を求める計算式は

1.緒言

夜間に観測される空電波形の中には，その波形を観

察することにより， その時の電瞬間の見掛けの高ざと

該空電源迄の距灘を求めることの出来る場合がある.

しかしその都度計算式によ り， それらの値を求めるこ

とは僅めて繁雑であるので手数を省く目的で図表を作

成したものである.

2.図表の説明

夜間の笠電波形rr上記のような計算の可能な砲は一
般的に第 1図のよ うな形態をしている・G(主地表波

で到達した波，SI !t'ilI離原で一回反射して到達した

空間波であって，一般的に電線簡でρ回，大地で(ρ-1) (2) 

で，主主に RItt也僚の半径である.

Eた際司〉場合空電波形に対して任意の ρ，q， rを選定

し，波形の上で n，n を求め，(1)式によ り電磁陪の

見掛けの高さ hを求め，更に(2)式により dを求める

d2 (1+幻= r坐笠手竺-C~，，21 2-4ρ2h2 、 /(I L L:Cτ1 _， 
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: 雪í~過程を図表で行うのであるが，次に実例について

使用法を説的しよ 号.
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波形の観察から下記の数値を得たとーする.

iう=4，q=5， r=6 

n=362μsec 

rz=412μsec 

第2図において(A)，(B)， (C)， (D)， (E)各尺は(1)

式の分子を計算するものであり ，(F)， (G)， (H)各尺

(工分母を計算ーし，(l);;:(土求める hの大いさが kmの

単位で目盛られている.先ず(A)尺上の n=362の点

と，(B)尺上の'1"2=412の点とを結ぶ直線が参;?f;線

<C)}ミと交わる点Pを求める.(D)尺上に n+τ2=774

の点と P点とを結ぶ直線の参考線(E)尺上の交点Q

は(1)式の分子の計主主結果である.次いで分母の計算

をするため(F)尺上にてで1=362，(G)尺上にで2=412

の両点を結ょ:，直線の参考線(H)尺上の交点を Rとす

ればRは(1)式の分母の計算結果であり，従って Rと

Qを結ぶ!直線の (l)尺上の交点Sは(1)式の右辺の計

算を総て実行した結果であって目盛94は電離層の見

掛けの高さが94kmであることを表わしている.

次いで~電源ì1!の距離は第 3図を用L 、， n+'Z'2=774 

から d=l，200kmを得ることが出来る・

第4図から第16'j"gjまでは ρ，q， rの最も利用の多
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い組合せに対して作成した hを求める計算図表であ

り，叉第17図から第25図は dを求めるグラフでゐ

る.猪木計算図表の誤差は 2km以内であろう.
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第4図
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第 12図
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第17図
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